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「図書館へ行こうⅡ」 
 

教頭 濱栗啓吾 

 
『図書館報』にて図書館での思い出などについて書き記しました。その続編として、英語がとこ

ろどころ出てきますが、最後まで読んでもらえたらうれしいです。 

図書館は英語で “library”です。“l”と“r”が混在しているので、ら行しか持たない日本語を

母国語とする私たちにとっては多少スペリングの難しさはあるものの、馴染み深い英単語であり、

今や外来語としても定着しています。 

英語の単語はギリシア・ローマを始め、北欧や中近東からなど、様々な経路をたどって現在のグ

レートブリテン島にやってきました。“library”はラテン語 “liber (libr-)”を語源としており、

元々「樹皮」を意味した言葉でした。やがて「本」を表すようになり、いくつかの派生語が生まれ

ていく中で、ついに１４世紀、「図書館」を表す単語（当時の綴りは libraire）が誕生しました‥腑

に落ちますね。 

一方、“ liber (libr-)”から、同じく１４世紀に派生した単語に“liberty”があります。“Statue 

of Liberty”に用いられていることから、高校生にとって比較的定着しやすい単語です。私もこの単

語を覚えるのに苦労はしませんでしたが、疑問に思ったことがありました。それは、「なぜ

“freedom”ではなく“liberty”なのか」ということでした。日本語ではどちらも「自由」を意味し

ているし、“Statue of Freedom”でも何ら差し障りがないような気がしていたのを覚えています。

しかし、同じような意味を表すのに異なる単語が存在しているのは、それなりの存在意義があるか

らで、大なり小なり違いがあることを経験的に学んでいたおかげで、その違いについて調べたいと

いう気持ちに駆られました。こういったときには今でも英和辞典ではなく英英辞典を頼りにしてい

ます（微妙な違いが簡潔に定義されており、個人的には頭に残りやすいのです）。学校の図書館に

あった英英辞典でそれぞれの意味（定義）を確認しました。そのときの内容は記憶してないので、

愛用しているCOB(Collins COBUILD English Dictionary)に記載されている定義を以下に示しま

す。 

 

 freedom : the state of being allowed to do what you want to do  

 liberty : the freedom to live your life in the way that you want,  

        without interference from other people or the authorities 

 

つまり、freedomはしたいことをするのが許されている自由、一方 libertyは政府などその筋から

の干渉を受けることのない自由ということになります。言い換えると、そもそもあった自由なの

か、勝ち得た自由なのかといった違いがあるんですね。ぼんやりとしていた「自由の女神」像がク

リアになった瞬間でした。 

 

 先日、第１７回 IPA（独立行政情報処理推進機構）主催「ひろげよう 情報モラル・セキュリティ

コンクール２０２１」が開催されました。 

 このコンクールは、小学生、中学生、高校生を対象に、情報モラルやマナーに関する標語やポスタ

ーを作成することにより、生徒自身の身近に起こる問題、不適切な利用を防止する意識づけを目指し

て実施されているものです。 

 高校生になると、スマートフォンなどでSNSやインターネットを活用する場面がさらに増えます。

情報モラル・セキュリティに関する標語を考えることで、スマートフォン利用の問題点などに気づく

良い機会になったのではないでしょうか。今回は１年生の普通科と２年生の理数科が、コンクールに

応募し、以下の２名が標語部門で優秀賞を受賞することができました。 

 

標語部門 

 優秀賞 （表彰団体名：長崎県警察本部） 

   １年６組 本村 成陽 

           「スマホ時間 増えれば減る 家族の時間」 

 

標語部門 

 優秀賞 （表彰団体名：長崎県ネットワーク・セキュリティ連絡協議会） 

   ２年７組 藤田晴大 

           「デマだとは 知らずに拡散 それも罪」 

 

 

       

  

 

 

 私たちは物事を考えるとき、「知らないこと」によって制約を受け、思考が狭くなったり、浅くな

ったり、また偏ったりすることが少なからずあります。出来るかぎり「知らないこと」を減らして自

由に伸び伸びと思考できるようになりたいなと思っています。 

 進級する皆さんも、卒業していく皆さんも「図書館」に通って知らないことによる束縛から自身を

解き「自由」になりませんか。 

 



各学年より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

                                   

 

 

                                  

 

 

                                         

 

 

 

 

 

                                          

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の主な予定 

ラグビー部 九州大会 

１学年主任 林 圭介      「学年末試験終了」 

 

 １年生最後の定期考査「学年末試験」が終了しました。試験の結果はどうだったでしょうか。多

くの者が頑張っている中。残念ながら、学習に正面から向き合えていない人が、少々見受けられま

す。嫌なことやきついことから逃げていないか、この機会によく自省してもらいたいと思います。 

 嫌なことやきついことにしっかり向き合い、きちんとした結果を出していけるところに、その人

の人間性があるのだろうと思います。日頃の勉強は、たかだか教科の知識を身につけるだけ、と思

っている人もいるかもしれませんが、この日頃の勉強が人間性を鍛えていく一つの方法だとも思い

ます。粘り強く、結果が出せるように努力を続けていきましょう。 

 この季節は、進級・進学などが身近に実感できるので、高校卒業後、大学卒業後、自分はどうし

ているだろうか、と将来を想像してみる良い機会だと思います。来年度への目標も新たに、さまざ

まなことに積極的に取り組んでいきましょう。 

 

 

 

２学年主任 下村かおり     「３年０学期を迎えて」 

 

 友人から庭に咲く満開の梅の花の写真が送られてきました。空気が凛として五感が研ぎ澄まされ

ていくような感覚を与えてくれる冬から少しずつ春へと向かっているようです。先日テレビでは冬

の室温の最適な温度が紹介されていましたが、人間が最も作業効率を上げやすい温度は１８～２

５℃とのことでした。そして２５℃から１℃上がるごとに作業効率が２％ずつ低下するという調査

結果もあるとのことです。４２回生もいよいよ受験まであと１年になり、学習効率を高める工夫が

求められてきます。外的な学習環境を整えていくとともに、基礎から応用に至る学習内容を精選し

ながら、これから始まる春を充実させていきましょう。 

 

 

 

３学年主任 守 慶直       「卒業おめでとう」 

 

３年生のみなさん、国公立大学前期試験お疲れ様でした。この２月は私立大学の入試も実施され

ましたが、努力の成果を発揮できたでしょうか。合格が決まっていない中で卒業式を迎えることに

なる人もおり、卒業を手放しで喜べないところもあるかと思います。しかし、保護者の支えもあっ

て３年間を過ごすことができたことに感謝し、卒業の喜びを噛みしめてください。４１回生のみな

さん、本当に卒業おめでとう。 

卒業式当日は一息ついて、卒業式の翌日から３月７日まで中期・後期試験に向けての面接練習等

を行います。前期試験の結果がわかってから準備をしても時間が足りませんし、ちょうど高校入試

期間中で登校できないため、この期間に設定しています。ここまで長期間頑張ってきてゆっくりし

たいところでしょうが、約１０日間、できる限りの準備をして中期・後期試験に臨みましょう。３

学年の先生はもちろんのこと他学年の先生の力を借りて、北陽台全体で皆さんを最後まで支え、応

援します。 

 

１日（火） 第４１回卒業証書授与式 

２日（水） ２年理数科内課題研究発表会 

７日（月） １・２校時：授業  ３・４校時：設営、大掃除    

８日（火）～１１日（金） 後期入学者選抜  生徒登校禁止 

１５日（火） ２年 総合的な探究の時間本発表 

１６日（水） 後期入試合格者発表（9:30～16:00） 

１７日（木） ４校時：卒業生進路講話 

１８日（金） １～３校時：授業  １・２年 教科書販売  第１回合格者オリエンテーション 

２３日（水） 校内競技大会 

２４日（木） 大掃除 終業式・離退任式 
 

 ２月１９日～２１日、熊本市において「第４４回全九州高等学校ラグビーフットボール新人大会」が開催さ

れました。本校ラグビー部の試合結果は、下記の通りです。また、５位決定戦で勝利しましたので、３月２５

日～３１日に埼玉県の熊谷市において開催される「第２３回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会」へ

の出場が決定しました。引き続き頑張ってください。 

 

〔１回戦〕   長崎北陽台 対 コザ（沖縄）     勝利 

            ６７ － ０ 

〔２回戦〕   長崎北陽台 対 東福岡（福岡）    惜敗 

             ０ － ２７ 

〔５位決定戦〕 長崎北陽台 対 加治木工業（鹿児島） 勝利 

            ５５ － ０ 

 ２月２５日（金）の午後、１年生の「総合的探究の時間」の一環として、「課題発見プログラム（県内

企業説明会）」が実施されました。この取り組みは、さまざまな県内企業などの事業や活動を知り、ふる

さと長崎に対する知識や関心を高め、課題の発見と解決に向けて主体的に行動する態度と能力を身につけ

るということを目的としたものでした。 

 今回は、民間企業９社、経済団体等２機関、官庁関係２機関の合計１３団体の中から、希望した２団体

の講話をお聞きしました。将来の自己の生き方と社会や世界との関わりを考える上での良い機会となった

ことと思われます。 

 （生徒感想） 

  今回の企業説明会を聞いて、インターネットで調べたこと以外の仕事内容 

 をより詳しく知ることができました。有名な企業の話も聞くことができて、 

 とても貴重な体験になり、将来の仕事の選択肢も広がりました。 

「課題発見プログラム（県内企業説明会）」 


